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今年度卒業研究を行う平成 22年度入学生は本校で、第二期と称している教育課程最後の学年となる。そのた

め次の教育課程を見据えながら、特にテーマ設定における指導の方法を大きく変更した。生徒の興味13~J 心に

根ざした課題発見、課題解決学習を進めるための試みである。今年度の卒業研究の実践は 23年度からスター

トした本校第三期の新しい教育課程を進める上で重要な示唆を与えてくれるもので、あった。
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1. はじめに

今年度の卒業研究は本校にとって一つの大きなお治裁で

あったO 今年度の授業の進め方については強し¥反発もあ

った。ヰ弓毛布f究の取り扱いをめぐって校内がもめたこと

はこれまで、になかったといってよい。総合J学手H~再設当時

j京員1j履修科iヨとしての課}習iJF究から現在lこし¥たるまで¥

卒業研究(課程研究も含めて)は成果も上がっているし

生徒の進学にも大いに良い影響を与え、本校では「学び

の集大成Jとしづ呼び方で総合学科教育の完成形である

と大きくアピーノレしてきた。そのような科目についてな

ぜゆ凶ぬが必要だ、ったのか・・。

これまで材交は総合学科を開設してから教育課程を 2

回大きく噺肩した。それぞれ第一期(開設~平成14年度

入学生)、第二期(平成百年度入学生~弔戎22年度入学

生)、第三期(平成 23 年度入学生~)とよんでしも。現

在の3年生は「第二期j最後の学年である。第二期の教

育課程編成の中心的課題は「大学進学できる総合学科j

「大学で何を学ぶか学ぶ進制交Jで、あったO それまでオ

ーブ。ンだ、った科目選択~こついては系列による縛りを設け

た。系列選択制の科iヨ選択によって一定flEJ支の系統性の

学びを保証し、その学びを発展させたいとし\う~般を持

って大学へ進学する生徒を育てることが居標となった。

卒業研究については特にAO入試や治鳶入試などのi擦に、

進学する分野に対する自らのやる気と課j歯解決能力を大

学に示す道具としてとらえ、自分の進路に1I'{i:EJWJiiliする

テーマ(1き分のわヲrJ同』する系列に関連するテーマ)へ
誘導してきた。このような指導は.]-1よ~O))J文!;t~をあげた。

総合学科にふさわしくない評価軸で、の表現となるが、第

二期最初の卒業生においては、万政支大学に5名、その他

国公立大学に6名の合格者を出すことができた。これら

の結果は卒業研ヲEの成果を直接反映したもので、もあったO

一方、卒業研究の中でいくつかの極めて重要な課題が出

現してきた。最も大きな課題がテーマ設定で、多くの生徒

がつまずくことである。テーマ設定は研究活動において

最大の課題で、はあるが、テーマ設定に悩む生徒、途中で

テーマを変更する生徒が年々多く見られるようになり、

その悩みの質が問題なので、あるO このような生徒に共通

していえることは、持っている問題意識が壮大で薄いと

いうことである。環境問題に興味があり、地球11~lf暖化に

ついて研究したいとか、災害現場など過酷な場所で自由

に動きIEJることのできるロボットをつくりたいとか、少

子化に歯止めをかける方法を提案したいとかその主税半な

心意気は理解できるのであるが、では何をどうやって解

決していこうかとなると、とたんに{何可もでで、きなくなつて

しまうので

れる考え方の生徒も多いのが:桁i断析敷でで、あるO そもそも自分

で考えた問題意識ではなく、テレビで開いたとか多くの

人がそう言っているからとか、授業で
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とか、そのような思しゾ仇のなし¥問題意識から熟題を設

定しようとするのである。このような自分の心の中から

わきあがる興味関心を持たない生徒の現状を目の当たり

にすると、総合学科だからこそできる学びが十分でない

と痛感させられるのである。またこのような生徒に限っ

て、自分の患いが向かない分野や考え方に角献もることを

位2端に嫌うとしづ傾向にある。ヰ弓街好究の百果題設定にあ

たって担当の教員が、「こうしづ考え方もあるよjとか「こ

んなことも考えてみてはjなどとアド、バイスしてみても

自分の思いと違うとか、興味がないとかしづ生徒もみら

れる。ではなぜこのことが重要な説記震なのか。それはi布

教審以降の高校教育改革の本質lこ関わるFd1題だからであ

る。 1:布教審以降「多様化計i菌性化jが教育改革のスロー

ガンとなっ1to生徒が興味関心lこj芯じた多様な学びを自

ら遡尺し、そしてその多燥な学びが{I割引七を実現するこ

とにつながるとし\う考え方は総合学科教育のJ]~念、でもあ

る。その珪捻:を支える;最大のものが「生徒の興味関心j

である。 1たこ7だご、 先に紹介したよう引にこびz湾長釘J抗

定の過程を見るに、生徒達は自分の興味関心というもの

を持ってし¥ない、もしくはそれに気づいていないのでは

なし¥かと強くJ惑じるようになった。興味関心の希?等さは

直接的に総合学科教育の希薄化を意味する。今年年:;度支の挑

l戦段は生徒の!二千i

そして生徒i自三き!身がその興興.1味;床射4未相|長相ミ司|関3羽号J心L心、lにこ基づいて白分なりの課

j題芭を設定し、 白分で角解卒決し、学びび、の楽しさをJ感惑じること

でで、きるのカかiJ架ることで

j題遁lはま 「多様化と{個!臣悶E司苛剖iト討'1性i巴出さ2主i主ミjイ化七旬Jのもとになる興i味対床ミ!潟謁J心L心、、 つまり

生徒自身の仁!こ1~こ、きれいとカ令次しし 1 とかやってみたし\と

か、いいことだとか思いことだとかのいろいろな価値を

身につけさせ、その I~l 分の価値を社会や他人と結びつけ

ながら将来の進路・生き方を考えさせることにある。本

年度の3年生は第二期にあたるわけだが、移行期という

ことで今年度の卒業相i究は新しい教育課程理拾:の実現可

能性を探る一つの役割を担っていたのである。

2. 今年度の取り組み

今年度のz;ζ類似Eでは、 11:1教育課程iiから新教育課程へ

の移行期ということで、 11ヨ教育課程では毎週21時間で行

っていた卒業研究を金i曜日 111寺問・隔週土lIi1li1:1 3時間で

行うこととなった。 釘:週の;受業lI~flOMl内で、の生徒の活動が

旬~ill!l 11時間となり、その授業時間内では調査研究がほと

んどできないことから、今回の卒業701ヲEでは、生徒個人

の;受業n寺!南外(j;知県後や I~I 宅)での研究活動が主となっ

た。

また、今年度の取り組みで特ヰ教的なことは、卒業研

究のテーマ設定を「自分が楽しいこと・やってみたいこ

と・調べてみたいことをやるj ということとし、生徒自

身のやる気を尊重し、その結果として生徒自身のオリジ

ナリティあふれる研究を期待したことである。

3 評価のを~Vえと方法

評価は、以下のように項呂ごとに基準を設けその基準

にしたがって生徒の罰唱jを行った。この評価基準は、 1 

学実I~の最初の授業で、生徒に示した。

01学ヨ明

①活動の言.2ß~ (4・5・6月分 20点

②活動状況 (4・5・6月分 40点

③ レポート提出① (6月291ヨ〆切) 40 

02学期

① 活動の言己録 (9月分 10点

②活動状況 (7・8・9月分 10点

③ 中間発表会(レジュメ .pp.発表内容)

20点 (担当2人で10点ずつ自守面)

④ レポート提出② (9月 1日〆切) 1 0 

⑤ レポート提出③ (9月29日〆切) 2 0点

⑥ グルーフ鳴り発表会(レジュメ・ pp.発表内容)

20点 (担当2人で10点ずつ評価)

⑦ 1 0 月・ 11月の活動

03学期

1 2月・ 1月の活動 100点

。年!?丹市Z定

1学:英Ij(4・5・6月)

1 0 点

3 50/0 

2学期 (7・8・9月十 10 . 1 1月)

50% 

3 学)~JJ (12・1月) 1-5% 

4. 特徴ある研究

卒業研究担当者に次の3つの視点をふまえて、それぞ

れの担当生徒の研究を評価し、成果をあげたものについ

て研究の概要と詞咽;のポイントをまとめてもらった。

(資料1参!顎)

①テーマがユニークなもの

②外部の機関等と積極的な関わりを持って研究を進め

たもの

③地道な活動を積み重ねて研究をまとめたもの

今年度の卒業1iJf究を進める上で最も重視したのは「生

徒の興味関心の上に立つ学びjをどう実践するかである。
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各担当者の報告は今年度の実践が一一定程度の成果をあげ

たことを示唆するものである。生徒全員が十分な成果を

あげたのかといえばそうではない。再修拐事1ヲEの会議でも

全く研究を進めようとしない生徒がし¥るとしづ報告もあ

がってきていた。

5. 卒業研究授業アンケート

ヰ弓芸研究の授業について、生徒を対象として毎年間じ

内容でアンケートを行っている。質問は次の 13項目(13

項目白は本年度のみ実施)、「そう思うJrペベコそう思うJ
「あまりそう忠わなしリ「そう思わなしリの4件法での回

答を求めた。

i 高校での学習や件当検にもとづいた立当選(テーマ)設定ができたか

2満足のいく値切な)テーマを設定することができたか

3 計画i的lこのiヲE活動をおこなうことができたか

!J 2'{弓~1i)!ヲヒのII~Hlliを有交杭;.JlJ したか

5 欣ii知安村木日を手IVlJして研究活動をおこなったか

6 佼タトの場日JrへU:lかけたり校外の人に対して1]#]き取り活動をおこなったか

7 指導担当の先生のアドバイスを活出したか

8 論文作成のために読んだ参考図書ベザ乙1l文献のIIIl1訟を答えて下さし、

9 人前で'I~I分の考えを発表する力が身についたか

10 論文{午戒をとおして論理i均な文章力が身についたか

11 自分の設定した課題のf仰現に!Î:TJけて主{材I~Jに努力したか

12 満足じ丸、く卒業討dF4t論文が{乍Ji.えで、きたか

13今年度の卒業抑f究のテーマl討定修している系列等ぴ刃受業にi矧系なく決め

ることができたが、このようなテーマの選Jj¥75i却こついて良かったと思い

ます功、

また次の項目について記述式による回答を求めた。

1 i舌窃IJfこたけ一る自己評{illi

2 守主主切符どにおいて苦労したこと

3 卒業研究をやってみて感じる自分の変化

4 1受業運営等に対寸る意見

5 後玲デ¥のアドバイス

アンケートの結果の一部を資料2に示す。アンケート

の集計の結果、 I~i=年度と比較して大きく違いがでた項目

は、 f2 満足のいく(適切な)テーマを設定することが

できたかjおよび f3 計画的に研ヲE活動をおこなうこと

ができたかJに対する回答である。「そう思うJrややそ

う思う」の肯定的回答が、 2の項目では72弘(11戸手)に対

して、今年度は 83弘、 3の項目では 35%)(昨年)に対し

て、今年度は 4~。で、あった。今年度は自分のやってみた

いことをテーマ設定するという指導を行った。生徒自身

も選択科lヨで何を履修しているとか、進路に関係すると

かしないとかそういったことにとらわれずテーマの設定

できたことが、計画的な活動を促すことができたのでは

なし功吃考えられる。その他アンケートについての詳し

しづ沖?などは別稿にて報告したし冶

6. おわりに

今年度の持活設で、最も大きな成果だ、ったことは、ほとん

どの生徒が自分の司刊こ興味関心または興味関心の芽を持

っていることがMf認されたことにあるO つまり総合学科

教育の珪捻先見のために最も必要とされる要素をほとん

とやの生徒が持っていることがわかったので、ある。 /.::J.:.徒が

設定したテーマは実に多禄である。第一JVl、第二JVlを通

して、系列に関係のし 1テーマは5系(第一期は4つの

類系、第二期は4つの系列があったため、それらの分野

に関わらない内容のテーマは5系といわれていた)とし 1

われ、学1交としては好ましくないテーマ設応~I"'(:として取

り扱われていた。 1"-'4 系は'~jí:I"]教科と関iili しているため

主に専I:I"J教科の教員が如、何一ることになる。ゾjんj人¥5系

といわれるテ一マは主に1将H.ヰi千f\通通招教(科科.の教L此~í6カ t汚洋i;1ν1.γいげ.Jyy、リ巾iν竹f

が多く、教員のL中!

見も出されていたo 5系のテーマを設定する生徒はそも

そも学校のシステムで、ある系列や類の学びに合わないか、

どうしても興味のわかない生徒であることが多かったた

め、学びに対する意欲の低い生徒で、あったO しかし、今

年度は系列や進路に関係しない 1~11:l::1 なテーマ設定とした

ため、これまでの指導体制が意味をなさなくなり、担当

者も機械的に割り振ることになったO ちなみに筆者は工

業科科，σの〉教員でで、ある。 1咋1刊咋?宇三d主句年=1手I=-三度まで、の{件体オ本三f市市制iじ伊出j予討iリ!で

トぺゴ這子i白百路、機械などに関連するテーマを担当してい

たのだが、今年度は「兄弟喧嘩の上手な{I:j:J裁方法Jから

fベンしJ、「ハムスターの学習能力Jなと"IIJffiの広いテ

ーマを担当した。私の担当した生徒遠の研究は特に彼ら

にとって進学に有利に{動くというような対和五のともなう

もので、はなかったが、いきいきと楽しく最後まで研究を

続けることができたようである。担当した私自身もこの

卒業研究を通して新しい可能性を感じることができた。

一方で研究の中身について深みがないとし¥う指摘もあ

る。また、今回のテーマ設定のような発散的思考につい

て3年生ではなく、もう少し早い段階で

当でで、あると考えることもでで、きるO 一部難関大学を除けば

大学進学は高校生を学習に導くNVJ機付けとはならなくな
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った。この現状に自を向ければ生徒の主体的な学びを促

すために、生徒自身の中に興味関心をどのように生み出

すか、引き出すかが大きな課題であることがわかる。生

徒自身の中にわきあがる興味関心ほど学びの窃級付けと

なるものはない。まず自分の興味関心に気づかせ、そこ

から学ぶことに対する意欲を高めさせていくことができ

れば、高校での学習は充実したものとなることは疑いよ

うがない。このような?妙法科呂群、総合的学習、産社、

キャリアデザインなどを核として、加えて一般教科‘科

目も含めて果たすことができれば、卒業1iff9i:はもう一つ

先のレベルに達することができょう。充実した学習活動

の先にある卒業研究とでもいえようか。先に書いた卒業

研究の来rrしい可能性とは、生徒が自らの興味関心lこ基づ

き高校での学びあるいはそれまでの生活全てを有機的に

結びつける力を獲得し、自分の中に多くのストックを持

って再弓朗読:究の機会を迎え、自分の中に一つの価値観を

獲得することである。このす倒産綴はある分野のある小さ

な耳井内に対する自分の意見であるかもしれない。しかし

一つで

ることがでで、きるようになjれfもリしυlばま、 自分に対す一る自信とさら

に新しし市!日産を創造する意欲を獲得することができるよ

うになるのではないだろうか。これは総合学科の基本的

思合、して重要な要素でもあり、第三期でオ寸交がiヨ指した

し1卒業研究の姿でもある。
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{資料 1]特徴ある研究

「コンビニ食品に含まれる食品添み5物とその効果j

A組山感:明夏音

研究概要

コンビニ弁当では、それぞれに商品表示ラベルに「保存料・合成着色料は使用しておりませんJとしづ

旨のことが記載されてるが、保存のための添加物や、若色の効果がある添加物は数多くJiiv¥られていた。

これは、「保存料Jr合成着色料j といった名称の食品添加物を使用していないということで、あって、そう

し¥った用途で用いられる添加物の総称・種類を指しているのではないこと。情報として間違いや虚偽があ

るわけではないが、消費者に誤ったイメージを与えるものであり、植え付ける要肉の一つであると考えら

れること。そのために必要であると思う対策を考えている。ひとつはメーカー側がそういった表示にもっ

と慎重になること O もうひとつは消費者側が正しい知識を身につけること。また、添加物や加工品、その

危険性について誤った情報や、間違った知識で、食生活を築いてしまうのは危険なことで、消持者-人ひと

りが正しい知識を身につける必要があることを論証している。

担当者から

卒業研究の作業が始まってから、 3日に一度はコンヒJニ弁当を購入し昼食弁当として各弁汽のラベノレ表

示をデジカメに写したり、表示の表現を比較検討していた。コンビニも、セブンイレブン・ iコーソン・ミ

ニストップ0・ヤマザキデ、ィーリー・ファミリーマート・セーブオンなどの各応舗の比較検誌も行っている。

さらには、各コンビニに販売している鳥の唐揚げを購入し、家庭で唐揚げを誠r1Jlし、常1!誌で保存した1劾介

の腐食実験も行っており 高校生としてはユニークで、積極的な研究で、あった。

十I[~Il :松)1: . ')¥: 

「普段の自分が絶対にしないであろうことをするJ

D組小林力

研究概要

本研究は、普段の自分がしないことをすることによって、自分の視野を広げ自分の殻に閉じこもりがち

な自分自身の成長を期待するという研究である。研究の方法として、①どこか知らないところへ行く、②

知らない人に話しかける、③面白いものを見つける、④1万歩以上歩く、⑤気が付いたことや自分の仁|二Iで

の変化を記録していくというものである。この研究の結果、自分の知らないことを知るということがし¥か

に楽しいことであるかということを経験し、家に跨じこもりがちな性格から一転して、家の外で新しいこ

とを知ることの楽しさを求めるように本生徒の心が変化したようである。

担当者から

さまざまな場所に行き、知らない人と話をし、面白そうなものを探すという怪しげなテーマで、あるが、

内気で引きこもりがちであると本人が自覚している本生徒が、勇気をもって家の外に飛び出すということ

は、本人にとって相当なストレスで、あったろうと考えられる。しかし、回を重ねることにそのストレスが

本人の楽しみに変わり、また、本生徒の報告を開く私や卒業研究グ、ノレーブ。の生徒がその報告を楽しみに聞

くことで本人の自信へとつながってきたと思う。本研究は、イ可かを探求したものではないけれども、生徒

本人の考え方を自分自身で積極的に未来志向の人間に変えていったというところにこのivr究の意義があ
ると思う。

担当:本弓康之
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f現代のプリクラにおける比較と需要」

B組大嶋彩乃

研究概要

様々な機種が発売され女子高校生にも人気の高い通称「プリクラJについて、機種ごとの機能や性能を

比較しつつ、企業の機種開発の方向が需要者である自分たち女子高校生の求めるものと一致しているのか

という関心を持って研究に取り組んだ。フリュー株式会社の発売する機種に限定し、自の大きさと顔のバ

ランス、明るさ、輪郭の変化、髪のつやや質感、の 4つの項目と、特に特徴的な点という 5項目について

全 8機種で、特徴の比較を行った。また、校内の 61名に対してアンケート調査を実施し、よく利用する機

種や利用する機種を選ぶ理由、プリクラに求めるものなどを調べた。結果として「企業で、は従来になかっ

た新しい機能を開発していて、プリクラがものすごいスピードで進化し、新しくなっている。だが、それ

が必ずしも評判がよいとは言えない。技術が上がり、より一層盛れるようになっている反面、新しい技術

が全て受け入れられているわけではないので、ある。Jとまとめている。

担当者から

自分にとって身近な存在であるプリクラに対して、日頃感じている「あれ?J としづ素朴な思いをテー

マに設定し研究を進めた。論文の体裁や機種比較における評価の仕方、アンケートの分析などは改善すべ

き点が多々あるが、それよりも自分の仁ドからわきあがる興味関心に従って熱心に一つのテーマと向き合っ

た点を大いに評価したい口主体的な学びに最も必要な姿勢を見ることができる。

担当:深津孝之

「イトミミズの土壌の肥料効果によるイネの発芽生育実験j

A組佐藤彩香

研究概要

ミミズは古くから「大地の腸・生態系の技術者jと称され，ダーウィンも「地球上もっとも優れたEarth

WormsJと称賛している.しかしながら生態はまだあまり知られていない.この研究では，ミミズの中で

も水生で、あるイトミミズの生育や習性を観察し，稲への除革効果や土壌への影響・生育を調べている.農

業に適している土づくりのためには 土壌動物や微生物は必要不可欠な存在で、あるため イトミミズが除

草効果を出せは\除草剤を減らすことができ，また封1~71止物の栄養価が高ければ，肥料も減らすことができ

ると考えたからだ.実験では「イトミミズとその糞入りの土」と iJ廷の土j と「バーミキュライトJの 3

種において， -=1この様子ーやイネの発芽実験・除草実験，イネの成長観察を比較した.それらの考察からイト

ミミズの作る土壌は栄養のある成分があると思われる.

担当者から

佐藤ーさんは卒業研究を始める以前からコツコツと自宅で、実験を行っていた.このことを卒業研究の担当

になったときに開き，とても驚き感心した.データ(数値や写真)もこまめにとってあり， 9月になって

も観察実験を続けていたので，卒業研究としてこれらをまとめ，努力した成果を示すことができた.11月

には筑波大学においてポスターセッションを行い，色々fl)J言もいただいた.そしてていねいにまとめた結

果が出来上がったが，ヰ~1計担当者がもっと適切な指示や助言を与えることができれば，適格な数値で検証

することができ，科学的にも精密さが憎したのではないかと思う.

担当:丹羽美由紀
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rw現代パンク』の提案J
B組早川智硲

研究概要

パンクロックが好きだが、周囲で聴いている人は少ない。なぜ社会現象にもなったパンクが現代では流

行らないのか、また今の若者に聴かせるにはどんなパンクが良いのかとしづ疑問からスタートした研究で

ある。まずロックミュージックのサブジャンノレとしてのパンクの歴史を文献等でまとめ、パンクの理念を

表すキーワードとして「シンブ。ノレ・難易度が低い・反発・革命」を導き出した。次に本校生を対象にパン

クに対する意識や好きな音楽等のアンケート調査を行い、若者は「歌詞、雰囲気Jがよく、「メディア使

用Jの多さから問]象Jに残りやすい音楽を求めており、パンクが嫌われるのは「騒がしい、 m失調、下i弘、

暴力的、下手jという点にあるという結果を得た。ここから現代パンクに必要な要判二として、トンンブ。ノレ・

歌詞・革命・雰囲気・難易度が低しリとの項目を設定し、 flきらに反発する自 )I~ノミンク j であるオリジナ

ノレ由「僕の愛j を作曲して多重録音により CDにした。

担当者から

パンクへの愛が誌まった研究である。初めてのアンケート調査や文献調査をまとめるのに刊:労したが、

好きなことをテーマにしたからこそ乗り越えられたのではないか。オリジナノレIIJIをゼミ内で披露した際

は、作曲のねらい@聴き所も含めて発表し、好評価を得た。作曲のねらい等をレポートに人れられなかっ

た、作曲した曲が本当に「現代パンク」たり得たかとしづ検証ができなかった等の課/也はある O しかしパ

ンクへの余りある思いを、現状の分析から解決策の提示まで研究として形にした点を大いに，1'Hdliしたい。

Hl、Li:桃山 {t校

「私が嫌いなブロツコリーを美味しく食べられるレシヒ。を考えるJ

B組権上麗奈

研究概要

嫌し 1なブロッコリーを美味しく食べるためのレシヒ。開発を、様々な料理(これまでブロッコリーが利用

されることの少ないものも含め)に試してみることで、行った。野菜が嫌し¥な原因は風味や味だけではなく、

食感も関係しているものもあり、つぶしたりぺースト状にするなどの工夫も行った。嫌いなブロッコリー

を食べようとしたのは、ブロツコリーには様々な栄養素が含まれているため、健康に良いためである。最

終的に、 6位!のレシヒ。を完成させた。

また、学年全体で、野菜嫌いについてアンケートを行い、続長し¥な人の多い野菜の特徴についてもまとめ

た。

担当者から

熱心に試作を繰り返し、友達にも試食をしてもらい意見をもらいながら、レシピを熱心に完成させてい

た様子は、しっかりと活動をともなったものでよかったと思います。また、調理方法による栄養素の低下

を防ぐために、調理法についても配慮、しながらすすめていったところも良かったと思います。はじめは、

自分の“苦手円から始まっていますが、野菜が苦手な人はたくさんいるでしょう。ですから、権上さんの

レシピが、お友達にとっても救いになるかもしれません。嫌いな野菜アンケートがまとめただけで、終わっ

たのは残念ですが、これからほかの野菜にもチャレンジしてみてください。

あと、せっかく筑坂だ、ったので、自分で育てた野菜(あるいは、友達が育てた野菜)でレシピ開発など

もできれば、なおよかったと思います。

担当:建:元喜寿
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「高校生を対象にした一日看護体験の意義j

C組吉田和奏

研究概要

本研究は、一日看護体験をする前後で看護師になりたいと思う気持ちに変化があるのか、自分の体験か

らこのような気持ちの変化は、体験をした多くの高校生が感じていると考え、テーマを設定した。研究の

方法は、文献調査とアンケート誠査である。アンケートは一日看護体験をした高校生と、看護の専門学校

に在学中の看護学生を対象にして行った。アンケートの結果から、高校生は一日看護体験に参加して将来

看護師に強くなりたいと思った方が多数で、あった。看護学生に実施したアンケートでは、看護産療系を志

望した時期と、強く志望した時期を答えて頂いた。その結果、最初に志望した時期で、最も多かったのは高

校2年生、強く志望した時期で、最も多かったのは高校3年生で、あった。このことから、医療看護系を志望

する高校生の時期に、一日でも看護体験を実施することには意義があると考えた。

担当者から

高校生の時期に看護体験をすることの意義を知るためには、看護の専門 J判交に在学している看護学生に

アンケートが必要と考えた。そのために、自ら何校かの専門学校にコンタクトをとり情報収集を行う姿が

あった。更に、この一日体験を実施している病院側に看護体験についての意見も聞きたいと病院にもコン

タクトをとり'情報を得ょうとする姿もあったO しかし、病院からは意見を開くことが出来ず残念だ、ったが、

外部に発信しどんどん前に進む姿がよく見られた研究で、あった。

担当:石田光枝

f人に本をおすすめする冊子を作る 『今、読んでもらいたい本10 0 "-' ~J 

C組福)11 正義

研究概要

研究自的は、自分が読んだ本の内容を忘れないようにするとともに、これから本を読む人に対していわ

ゆるレビューとして紹介することである。研究方法は、かつて読んだ、本の中で、人に勧めたい本を選定し、

その本の面 I~I さや印象に残ったポイントを記録する。 1 11すにつき A4版 1枚のレビューを作成する。レビ

ューの内容は、本の表紙・紹介・おすすめポイントなどである。ある程度の冊数分を書きためたら冊子に

まとめ、図書館や市役所に置かせてもらう。冊子を読んでくれた人たちから意見を開く O 自分が読んで面

白いと思った本だけーでなく、並行して様々な人たちの声を開いた中から選んだ本についても読書し、レビ

ューを作成する。

担当者から

福川君は小さい頃から複数の公立図書館に通い、司書の方と顔なじみであるばかりか、地元では貸出券

無しで本を借りることができるほど大の読書家だそうだ。彼は吉]書との会話の中で最近中高生が本をあま

り読まないことを知った。弟に開くと、どんな本が出白いのかわからなし¥から読書を諦めていると言う。

弟思いの彼は、「ならば私がおすすめの本をまとめた冊子を作ってみようJと関き、卒業研究で本のレビ

ュー作りに取りかかった。近年、インターネットが普及し、生徒はじっくりと本を読むことが少なくなっ

たと言われる仁ドで、私の固定観念を援すような研究だ、ったと思う。残念ながらレビ、ューは 100冊に少し届

かなかったが、「将来このようなレビューなどの文を書くときの参考にするJそうなので、ライフワーク

として是非続けてほしい。

担当:石井克佳
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「日本の文化としてアメリカの高校生に緑茶を広めるj

D~"=1 三井賞1等

研究概要

研究目的は、自身の緑茶に関する知識を深めるとともに、緑茶についての知識をアメリカの高校生に知

ってもらうことである。研究は、まず文献調査や開き取り調査を行った。これによって、茶の分類や効用、

栽培から製品化までの過程、茶の種類について知ることができた。次にリーフレット作りを行った。リー

フレットは研究者の友人であるアメリカの高校生及びその友人を対象として作成した。文献調査や開き取

り調査で、知った事柄について写真を交えながら説明する内容となった。完成後は郵送によって上記対象者

ヘリーフレットを配布し、その後、電子メールを介して感想、や意見を開いた。「日本の文化の一つのこと

がわかった。Jリーフレットを持て緑茶が健康になるということについてよくわかった。Jといった感想

が寄せられた。

担当者から

本生徒の研究が優れている点として次の二点が挙げられる。一つは研究に対する姿勢である。本生徒に

対する担当者としての助言の一つは、 fOOノくカJになってもいいと思うような研究テーマを設定しなさ

いということで、あったが、本生徒は研究テーマを「茶Jに決めてから、「茶バカjになるべく努力を続けー

た。もう一つの優れている点は、自由な発想で、活発な活動をした点で、ある。茶農家を訪ねたり、アメリカ

の高校生にリーフレットを送るという発想と行動力は高校生ならではのことであろう。題目である「アメ

リカの高校生に緑茶を広めるj という点において十分に成果が発揮できたとは言えないが、今後の学びに

生かせるものを十分に得られたのではないだろうか。

:j:EI.，Jl :初谷和行

「ヒマワリの生育状態とポイ捨てゴミ量の比較~花壇を復活させることでポイ捨てゴミ減少を図る'"'-'J

C組岩本千夏

研究概要

今まで、行ってきたゴミ拾い活動をきっかけに、ただ拾うだけではなくゴミを捨てさせないような場所を

増やしたいと思ったのが研究の動機で、あるO 研究概要は、 4/19"-'8/23で毎週 11EJのゴミ拾いを行う。その

間に荒廃した花壌をi徐草で整備し、ヒマワリを定値し、ゴミ量に変化が見られるのか経過観察するもので

ある。 明らかになったことは、ポイ捨てされるゴミは雑草の草丈が低ければ減少し、高ければ増加する。

ヒマワリを定植してから 2週間ほどはポイ捨てゴミは過去最低量となった。しかし、タバコの吸い殻は、

ヒマワリの定植に関わらず、前後であまり変化しなかった。

ポイ捨てゴミの量生(g)

〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆ィギペギグ〆〆〆〆〆/
担当者から

タバコの喰い量生の本数〈本〉

。
やややや争中ややややややややややややや

~，O).~ ~<t.;-"''O~ ，.;:::"?〆ぷ 〆〆，，<?(.、〆々:子~:-'ò' '\~.."いし令:--">"""，~'\."'}'" ~~:-.. 'ò~o，令ごシ令:や
'" " 勺 ヘヘヘ 、、

過去の経験から、研究にうまく発展させた内容で、あった。定期的にゴミの観察を行ったり、場所を管理

している市役所に行き、取組の許可をもらう、また花壇の整備などを相談し朽ちかけていた花壇を整備し

てもらうなど、外部機関との連携もきちんと行っていた。花壇の整備に関わらずタバコの吸い殻に変化が

なかったのは意外で、あったが、ゴミの量が減ったのは仮説通りの結果となった。

担当:阪本康之
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「インドネシア人看護部候補生への理想の支援の提案j

B組曾田希望

研究概要

もともと看護師志望で、あった本生徒は、本校で、行っていた「アジア隣人プログラムjのメンバーとなっ

たことを契機に、インドネシアの人々と交流を持つようになった。その中で、経済連携協定 (EPA)によ

って来日しているインドネシア人看護師候補生のうち国家試験に合格できる者の割合が日本人に比べ極

端に低いことを知り、候補生を取り巻く環境を改善する方法について研究を行ったO 予備調査として日本

にある複数の病院でインドネシア人看護師候補生についてのアンケート調査を行うとともに、本校の「国

際的視野に立った卒業研究の支援ブ。ログラムjに基づき実際にインドネシアに渡航し、現地で研修にあた

っている人々やこれから来日する人々、日本から帰国した人々などにインタビューを行った。これらの調

査を経て「インドネシア人看護師候補生の認知度を高めることJと「一部の組織に負担が集中しないよう

な支援ネットワークの整備jが必要であるとの考えに達し、その実現への試みとして校内でのゼミの関誌、

文化祭で、のデ、イスカッション企画などを実行に移した。

担当者から

インド、ネシアの人々の素晴らしさを強く感じた生徒自身が自分の考えを実現すべく精力的に活動し、多

くの人々と関わり合い、多くのことを学ぶための環境を自身の力で、開拓したことが本研究の特筆すべき点

である。実際にどれほど認知度を tげることができたのかについての調査結果、および理想的な支援ネッ

トワークについての具体的な提案が明確にされていなし¥点が残念であるが、本生徒が持つ強いバイタリテ

ィを感じられる魅力的な研究である。

担当:工 泰三

「布の紙しばいを作るj

B組小林麻由美

研究概要

布絵本とエプiコンシアターを融合させた、自分なりの布の紙芝居を完成させた。布絵本の場合、仕掛け

などを直後子供が触って遊ぶことができるが、文字数が少なくストーリ -1性に乏しい場合が多い。一方、

エプロンシアターの場合は、エプロンを舞台に、様々な仕掛けで、ストーリーを展開できるが、子供が直接

f松って遊ぶことができなし。これらの利点はし1かしつつ、欠点は補う形で作品を作成させた。

担当者から

布絵本と、エプiコンシアターの欠点や利点をしっかりまとめたうえで、自分の作品をまとめていった作

業は、 I~I ら問題ーを発見し、自分の研究のターゲットをさだめ、そして自ら行動するという、まさに今、社

会で、求められている能力ですので、素晴らしいことだと思います。

実際に、作品の制作をはじめてみると、 j志いのほか時間がかかったり、思い通りに表現ができなかった

りと、悩んだ時期もあったと思います。しかし、この自分なりに試行錯誤することがとても大切なことで

す。本人としては、最後まで完成することができず、残念な思いがあるかと思いますが、ぜひ、卒業して

からも自分の作品を作り、子供たちに実際に実演してみてあげてください。

担当: 建元喜寿
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「発達障害について知るj

D組仁11原理沙子

研究概要

知的障害を伴わない発達障害が大人になってからわかるケースが増加している、という事実をもとに、

発達障害についての知識を深め、その置かれた立場の理解に努めた。発達障害は先天性のJH送機能障害で、あ

って性格の歪みではない。一見障害だとわかりにくいことから周囲から認識や理解を得ることが難しい。

そのため、特に発達障害を抱える人の家族の立場に立った障害受容と、発達障害者の社会参入のため現在

行われている支援の例についての実態調査を中心に、支援のあり方を考え、発達障害者や支援者はネー1:::会に

どのような支援を求めているのかを知ることと、定型発達者が発達障害者とうまくっきあっていくために

は何が大切かの二点について、高校生の立場で考えまとめた。

担当者から

発達障害の研究とその支援はまだ歴史が浅い分野であることから、 I~I に見えぬ陣容について、同じ社会

で過ごしていく人として若い世代に認知の輸を広げる必要性を悟った。発達障害については、メjV-j-:徒が I~I~I

心に学ぶ福祉科目を通して知ったが、自身でネットを通じて学習支援体制の幣備された学校を選び11-¥し、

体制づくりやカリキコーラムを調査したほか、社会参入の足がかりとなる就i政支援体制については、 HsJ或の

支援センターへ足を運び、具体的な資料や情報を収集した。本生徒は大変文章表現力のある生徒である。

論点がぶれることなく考察し研究結果をまとめた。自身の言葉で表現されているのだが、制時間の発表会

では特に一般的な理想論を述べたように関こえてしまう傾向がある。疑問、批判!など、 11¥]題点を辿ねて、

不十分な体制に対する問題提起型の成果論文も良いのではないだろうか。

jll.、1'1 :後月'~i 13 ( 

「オーディオスビーカーの製作j

D組大越 -J埠

研究概要

市販されているオーディースビーカーは数多くあり、デザインや機能、価格は千差万別である。しかし、

市販のものは比較的安価で製作できる素材でできているものが多く、室内に設置すると無機質な感じがす

る。また、対応している音域も限られてくる。高校生が購入できる自分好みのものには限りがある。そこ

で、本研究では室内に設置したときにぬくもりのある木材で製作すること、自分好みの音域の出るオーデ

ィオスビーカーを製作することを目的とした。製作にあたっては市販のキットを使うのではなく、自分自

身の手で設計から行うことにした。製作の経過は、オーデ、ィオスビーカーの構造について調べること、設

計、必要部品を中古品屈などを1:eJって集めること、そして組み立てである。製作した結果、今の知識や力

ではスビーカーの製作といっても箱の部分を作ることしかできないことがわかった。しかし、今後知識を

深め、さらに自分好みのものを製作できるようになりたいと思う。

担当者から

自分好みのオーディオスピーカーを製作したいという純粋な気持ちから意欲的に行動で、きていたとこ

ろが特に評価できる。わからないところは納得のいくまで調査し、必要な物品は休日に出かけ、{可応もi互i

って購入してくるなど、教員の指示以外で、も活動で、きたことが満足のし¥く研究になった理由なのではない

だろうか。

担当:熊倉悠貴
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「子供の遊びと体力・運動能力の関係についてj

C組浅見桃子

研究概要

現代の子供は昔のように外で遊ぶ子が減り、昔に比べて体力が衰えてきている。外遊びの好きな子供を

育て、体力を幼いころから向上させることが必要であると考え、この研究テーマを設定した。研究では、

まず初めに、子供にとっての遊びと体力・運動能力の関係について調べた。そして実際に子供達の体力を

知るために、地元の保育園に調査に行き、体力測定を実施した。約一か月半の期間をあけ、もう一度体力

測定を実施した。その期間中には体力向上する遊びを取り入れてもらった。体力測定の結果は 1回目と二

呂田の比較と、アンケートとの比較、出関との比較を行った。アンケートは子供達の普段の生活について

調査した。また普段の慰児の様子を矢口るために保育園に 1週間実習に行き、どれだけ遊び(運動)をして

いるのかも調査した。そして全部の調査を含め、子供の体力と遊びの関係、を明らかにした。

担当者から

本校の授業で「発達と保育j という授業で保育実習の時に遊びを通した体力・運動能力の向上に興味・

関心を持=ったことが研究の動機で、あった。 研究を進めるうえで図難なことも多くあったが、地道な努力で

解決していった。研究から実践、実践後の分析等、良くまとめられている。また、様々な;場面で常lこ相談

する姿勢や、その後、研究終了後、気配りができる姿勢が強くなった等、研究成果以外にも多くの成果が

あったように思う O

担当:金城幸贋

「オセロ盤のマスをちょっと塞いだらどうなる ?J

B組伊藤勝彦

研究概要

興味を持っていた自分好きなボードゲーム「オセロゲームjについて詳しく調べていくうち、「ミニオ

セロ」や「グランドオセロJといった普通のオセロゲームと形の異なるオセロゲームがあることを知った。

このオセロゲームを友人と実際に行ったところ、普通のオセロゲームと同じようなゲーム展開では勝てな

いということに気づいた。そこで、オセロゲームの形を変える(オセロゲームのマスを塞ぐ)とどのよう

なゲーム展開が起こるのかについて検討した。 研究の方法として、地道にゲームごとに記録をとり、それ

を繰り返すことによって規則性を調べ上げる方法を取った。この研究の結果、オセロゲームのマスの塞ぎ

方に応じたゲームの規則性があること、さらに、その塞ぎ方に応じてオセロゲームの戦い方が変わってい

くことを発見した。

担当者から

本研究は、オセロゲームとしづ本人が好きなものをテーマに、オセロゲームについて、深く掘り下げて考

えていった研究である。この研究の過程で、オセロゲームの歴史や知らなかったオセロゲームの戦術等を

知ることによってオセロゲームに対する興味や関心がさらに深まる様子が見られた。また、地道に繰り返

し考えながら誠べ!こげる結論を導くなど、丁寧に一つ一つ実験データを積み上げそのデータから規則性を

くとし¥う科学研究の2由選となる態度が見られるなど、研究に対する姿勢について好感が持てる研究だ、つ

担当:本弓康之
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「雑草を使ったお茶の研究~身近な植物をお茶にする"-'J

C組問133 幸太

研究概要

ふと， ドクダミはよくお茶として飲まれているので，摘んできて飲んでみたところ美味しかったため，

ドクダミ以外の雑草や加工法を変えてみると，どのようなお茶ができるかと考えたところから，この研究

は始まっている.文献等で雑草のことを調べることから始め，雑草を採取しお茶にしてみることを繰り

返した加工方法も手間や器具をつかわずにできるだけ簡単な方法を考え)16日試作を繰り返し，にお

い・見た目・ i床を.5段階評価をつけた.

担当者から

岡田君は卒業研究の13寺i習はいつもビニールに入れたたくさんの雑草とホットプレートを持参し，調理宅

で地道に実験を繰り返してきた.使った道具は持参のホットプレートと調理室のレンジである.試した雑

草は23種になり，それらのお茶にら段階評価をつけた. 1 とてもまずい(問題ー外) 3 :1ji~準(お湯レ

ベノレ) 5 :おいしい(お茶以上)という観点もユニークに感じた 7II=iJ 1=1からは加工方法を改詩し)161[1.1 

まで夏休みに自宅で実験を続けたことには感心した.考察で「おいししリ雑草はイ可科に属するか， という

ことは一概に言えず，また厳密には同条{牛で実験をおこなったわけーで、はないので比較は難しいとも述べ

ている.また「お茶Jの定義は?という根本的なことを考えるとまた難しいと彼も私も感じた床のli手1111i

も今回は一人で、行ったこと，効用はどのように調べたらよし¥のか というのも課題として残ったしかし

地道に続けたことが評価できると感じている

料、 I~ : )'Jψi 夫 rllkì~

「ノ¥ンドクリームの保湿についてj

C品目 飯111 悠香

研究概要

研究間約は、手荒れの予防や悪化防止にハンド、クリームを塗るが、ハンドクリームの効果を引き出せて

いるのかを検証することである。さらに、より効果的な使用方法を実験し、「だれでも簡単に試すことの

できるハンドクリームの効率の良い使用方法jを調べる。研究方法は、手荒れの原因を調べ、手荒れの実

態、をインタビ、ュー調査し、ハンドクリームの効果を調べ、実際にハンドクリームと手袋を使用した実験を

行い、手肌の水分量を測定する。 1ヶ月間の測定結果をまとめる。

担当者から

このことだけを書くと、印象が薄し1かもしれない。実は飯山さんのご両親は美容師で、家業を手伝う本

人も含めて手荒れは職業病と言えるほど日常的かっ深刻な問題なので、ある O 家族の手荒れをどうにかした

いという思いとともに、彼女は少しずつ美容業界に足を進めている中で、「自分の進路で何か役に立つ研

究はないだろうかJと考え、この研究を開始した。研究動機と目的が明確であったため、実験は順調に進

んだようだ。最良の保湿効果が得られた実験は、「ハンドクリームを塗り、綿の手袋をし、さらにその上

からビニーノレの手袋をはめて寝るJことだ、った。ところが、就寝i宇にお父さんの手袋がとれて、データが

とれないというトラブツレが発生した。それもそのはずで、卒業研究のスケジューノレ通り、真夏にこの実験

を行ったのである。その後冬も実験を続け、今は「就寝時ノ¥ンドクリーム十手袋Jの効果が如実に現れて

し1るそうである。お父さんの夏の苦労が報われたことを喜ぶとともに、今後もj賎業人として継続した調査

と実験を続けてほしい。

担当:石井克佳
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「し1い夜更かしの仕方についてj

A総藤田硲美

研究概要

「夜更かしをできるだけ体に負担をかけずに、楽に行う方法はないのかJというテーマで、主に市販さ

れている眠気覚まし商品の効果を実記弓一る実験を行った。また限気を覚ます方法として、「担11爵Jに注目

しいくつかの食べ物について眠気を覚ます効果があるか実験を行った。市販されているカフェイン抽出物

入りの商品は「確実に起きていられるが、寝ょうと思っても自らの意志で眠ることができなしリという結

果となり、逆に喧11爵を利用した眠気除去については「確実に起きていられるという保障はないが、寝ょう

と思ったときに自らの意志でIj民ることができるJということが確認された。カフェインは何度も使用する

と効果が薄れることもあり、回爵を利用した夜更かしの方がいいのではなし1かとまとめている。

担当者から

生徒からこのテーマを聞かされたとき正直なところ「このようなテーマが研究として成立するのか?J

と疑問に思った。しかし、本人のやる気が強いこともあって、そのままのテーマで、研究を進めることとな

った。市販i;もの実証実験を行う場合は、{本fJ奇などの条件を同じにするために相当苦労したようで、あった。

実証実験においては生理化学的な実験はできないため、評価の仕方は主観的な体調観察のみで、あったが、

自分なりに評価項目を設定して比較検討を行っている。科学的な観点からは評価の付け方など多くの疑問

は残るが、探求心を持って研究を続けた点はト分に評価できる。

担当:深津孝之

「ドイツ・フランスで見た日本にも取り入れたい環境によい体験や物を伝えるJ

CXill.竹村絵梨奈
研究概要

研究目的は、 ドイツ・フランス(以下、独・仏と表記する)における環境に配慮した取り絡みを、日本

の人に知ってもらい、そのような方法が間本に取り入れられるようにすることである。本研究は、本生徒

が参加した第二IE:IESD l:;gl際交流プログラムが元になっており、このプログラムを通じて本生徒は、独・

仏における環境ーに配慮した取り組みについて現地調査している。この調査によって得られた成果から、エ

コバンド、 HALLOカード(以上、独)、ゴミ箱、ゴミ回収、電気自動車(以上、仏)などを取りあげ、

日本語・英語での説明を加えた写真集を編集した。その上で、その写真集を、企業やユネスコ協会、中学

校等に配布した。(本校作j成戎段|階培でで、は、 仁中!

担当者から

本生徒の研究が優れている点として、「卒業研究」以外での学習成果を活かす形で研究を進めた点を挙

げることができる。上記で、述べたように本研究は本生徒が二年次の!~寺に参加した第二回 ESD 国際プログ

ラムが元になっている。その時に学んだことを三年次の「卒業研究jに活かすことで、あらためて自分の

学びを相対化することができたであろう。さらに、外部に発信していこうとすることで、学びを自分の中

だけーにおさめようとしていなし¥点も評価できる。「学び」とは自己修養であるとともによりよい社会を作

るための個人的貢献のための下地作りで、あると担当者は考えている。本研究は結果としてその両国に関わ

るものになったと言えるのではないだろうか。

担当:初谷和行
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「被災地ボランティアj

B組問133 永江

研究概要

本研究は、参加した東日本大震災により被災した地域における 3)支のボランティア活動を通し、被災地

におけるボランティア活動に高校生が参加しにくい、受け入れられにくいことに1'1:¥1題意識を持った生徒

が、共にボランティア活動に参加していた多くの人々と話をしたり、街頭で高校生にインタピ、ューを行っ

たりすることで、高校生が被災地でのボランティア活動に参加するよで、の障害となっているものを明らか

にし、より多くの高校生がボランティア活動に参加で、きるようにする方法を提案することを目指したもの

である。結論としては「学校とボランティアセンターが協力してボランティアプログラムを実施する

とを提案している。

担当者から

本研究の優れているところは、実際の自身の活動経験から問題意識を持ち、その解決に向けaてれられ二lfVJ

を起こしている点にある。日本財団をはじめとする各団体の人々とも自ら積極的にコンタクトを取り情報

収集に努めた。また、ボランティア活動の参加記録も非常に充実したものになっており、参加li経験のない

人が読んでも実情をよく理解できるように記されている。 最終的な提案内容が具体性に欠けるとともに、

その提案に対する関係者の皆さんのフィードバックを得るところまではできなかったところが悔やまれ

るが、ボランティア活動をもっと広めたいという生徒本人の強い思いがにじみ山ている好似:究で、ある。

十円、!i: Tj裏 表 f

リコピンで生活習慣病予防毎日食べられるトマト料理の提案J

D組猿渡佐世

研究概要

料理に興味を持っている。話題のリコヒ。ンの効果に着目し、毎日食べるオリジナルのトマト料理を提案

した。抗酸化作用があるとされるリコピンによる生活習慣の予防効果についても検証した結果を盛り込み

付加価値を与えた。リコピン摂取と生活習慣病の関係については、高血圧症状のある対象者に対し lヶ月

I~J トマト摂取による車圧降一円乍)=百の有無を調査した。若干の|岩手-f1~~向は見られたものの、効果を{泊三ïfで、き

る条併二には不十分な検証で、あった。リコヒ。ンの効果を期待するには、 トマトを継続して摂取することが重

要であり、そのために毎日食べても飽きないようなトマト料理を提案することを重要視した。

担当者から

生物資源系列での学びを生かした研究成果を得るため、 トマトの品種別リコピン含有量にも着目し、

業科の先生のご指導・ご協力を得ながら、生食用と)JI]Jこ用のトマト栽培にも同時に取り組んだ。しかし、

具体的な調査方法が得られなかったため結論には結びつけられず、栽培の感想のみとなった。

研究としては充分に深めた結論を導き出すまでに至らなかったが、トマトについて多角的視点から注目し

検証していこうとする姿勢は素晴らしかった。

担当:後藤巻子

つリ
「「

υ



f生物部の畑に生えている織物の擬人化本の作成j

A組)11端まるみ

研究概要

擬人化とは、人間でないものを人間として性質や特徴を与える比輸の方法である。擬人化することのメ

リットはH対象として視覚的に捉えることができるため、性l貨や特徴を直観的に捉えることができることに

ある。本研究では本校生物部が管理している畑に生えている植物を擬人化することを百的にしている。擬

人化にあたってはまず自分自身が植物の知識を深めることが必要になる。植物には一見すると同じような

ものだが、葉や花びらの形が違うものが多くあるためその特徴をどのように表すかに試行錯誤しているう

ちに、生えている植物が増えているなど苦労する場面も多くあった。最終的には全ての植物を擬人化でき

たわけではないが、特:徴を上手に捉えた擬人化本を作成することができた。

担当者から

植物に関する知識があまりない人が見るとなるほどとうならされる擬人化ができていた。本生徒は単に

絵が好き、継物が好きという気持ちではなく、他のひとにこの良さを知ってもらいたいという情熱から研

究に積極的に取り組めていた。今回は理科の教員や他の生徒に見てもらうなど作成した擬人化本を検証す

ることは時間のゆとりがなくできなかったが、今後そういった機会がもてたならよりよい研究になるので

はなし¥だろうか。

担当:熊倉悠貴

「筑坂の地震紡災カ ~問題点から提案する新しい紡災"'J

C組山田美葵

研究概要

東日本大震災によって全国の学校における危機管理マニュアノレの不備が指摘され、自らも学校で被災し

た際にパニックになった経験から、学校現場における防災意識の低さに関心を持った。 1Iヨの大半を過ご

す学校は自分にとっての生活の揚であり、安全性・妨災機能の確保は極めて重要だと考え、特に地震対

策に絞って今後の災害に対し、筑坂の防災がどれほど行われているのかを明らかにして、不十分な点を改

善するための提案をする。同時に自らの防災意識を高めことを邑的としたものである。学校の防災に関す

る文献や防災基本計画、擢災地の学校のマニュアルの問題点、 j戚災方法等を調査し、濯災後3日間にlちl要

な備蓄昆と地震に強い学校防災対策を提案した。 防災力の最大の効果はなにより「生徒・教職員の防災

教育に力を入れることjだそうだ。

担当者から

将来の夢(公共政策に携わる仕事)に繋がるテーマで、もあった。早い段階から調査(校内備蓄倉庫の見

学や危機管f!M体制を学校責任者からの開き取り、生徒へのアンケート等)を開始するとともに、自ら校内

をくまなく歩き、実情を図化し、ハザードマップを制作した。このテーマは誰も手を出さなかったもので

もあり、 31坂の防災備蓄の安情を矢口った職員や生徒も多いはずだ。なにより真剣に取り組む姿勢に好感が

持てたが、研究の中心となる夏休みから秋口にかけて、数校の大学入試と絡んでしまったため、本人が考

えていた結果まで至らなかったことが残念で、あった。欲を言えば、費用対効果までまとめて実際に大学へ

提言を行えば評価がさらに高かったと思う。

担当:吉備豊
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{資料2]アンケート集計結果
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<質問項目>

高校での学習や体験にもとづいた主題(テーマ)設定ができたか

満足のいく(適切な)テーマを設定することができたか

計画的に研究活動をおこなうことができたか

卒業研究の時間を有効活用したか

放課後や休日を利用して研究活動をおこなったか

校外の場所へ出かけたり校外の人に対して開き取り活動をおこなったか

指導担当の先生のアド、バイスを活用したか

論文作成のために読んだ参考図書や先行文献のnn-数を答えて下さい。(省略)

人前で自分の考えを発表する力が身についたか

論文作成をとおして論理的な文章力が身についたか

自分の設定した課題の解明に向けて主体的に努力したか

満足のいく卒業研究論文が作成できたか

今年度の卒業研究のテーマは履修している系列等の授業に関係なく決めることができたが、

テーマの選択方法について良かったと思いますか。
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く記述回答> (回答結果の一部を抜粋して掲載)

• 1つのことをとことん調べあげる大切さや楽しさを知ることができた。もっとおHかく掘り下げたかったと思う 0

・一年前の自分はその場しのぎで物事に取り組むことが多かった。しかし、研究となると一日で出来るものでは

ないので、地道に計画を立てて実行してし¥く大切さを学ぶことができた。

. 1つの物事をコツコツ調べることの大切さが分かったので、授業の中で、の競べ学習に対する姿勢が変わったと思

フ。

-調べた対象に対してますます興味がわき、それによって創作意欲も刺激された。

-自分の好きなことをやったので、研究してさらにそのことが身につきました。大学で、も研究で、ゃったことと同

じようなことをやるので活かしていけそうです。

・「自分が好きなこと、したいことjを深く考えさせられて、 1年前よりも具体的に将来に向けてやりたいことが

見えた気がします。

-自ら、好きになったことを深くまで追求し、それを沢山こなすということが出来るようになった。

-卒業研究を行う前は「こんな感じだろうj と人のマネを形式で、も何で、もやっていたように思う。自分が難しい

ことや思い通りにしたいこととぶつかりつつ自分だ、ったらこうなったら良いというのがはっきりするようにな

ったと思います。

. I当分から物事に関心を持ち、自分で誠べようと思える気になった。

• 19Jめはテーマにも悩んでいたしやりたくないな一、と思っていたけれど、テーマを決めて予定を考えたりして

いるとだんだん楽しくなって気ました。

. I~I 主的に何かをしようとするときにはちゃんと計画をたててからやろうとする心が出来たO

・「研究j というものの見方が自分の仁!コで、変わった。研究が生半可の気持ちでは結果がでない0

.疑問に感じたら自分で調べるようになった。

-好きなテーマで、/Jj来るので、楽しみに感じていた。

. I~I 分のやりたいことを行うのは、大切だということを学んだ。今までこういったことは分からなかった0

. I~I らの将来に疑問を感じるよう~こなった。

. I~I 分の知らないことを新しい気持、らで払ぞっていくことの大切さを感じることができた。

. I~I 分の好きな事だったので楽しくやることができました。今は、やってよかったと思います0

・「自分でやらなきゃ誰もやってくれなしリというのを本当に感じた。

-卒10fがずっと嫌だと忠っていたけれど、終わってみたら人の意見とか様々な視点で物事を見たり開いたりする

よう~こなったので、今で、は卒研あってよかったと思う D

・ 1 つ興味をもったことから関わっていることも調べていき多くのことを調べるよう~こなった。

-ダメだったら今までは「テーマを変えようjと投げ出していたが、次々トライしていったので「変わったなーJ

と思いました。

-自分の興味があるテーマだったからこそ、得るものが多く、アンケートを行ったことによって、いろんな人が

し¥ることを実感し、心が広く構えられるようになった。経験を自分より積んでいる人の意見をもっと積極的に

開くことは、とても自分のためになると思った。

-研究していくとだんだん知識が増えていつの間にか夢中になっていました0

・自分が好きな事、興味のある:t1J引こついて詳しく調べることができました。
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